


野﨑 幸雄 組合長理事

組
合
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
組
合
の
運
営

に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

　
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
米

の
需
給
問
題
に
よ
る
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
価
格
抑
制
に
向
け
て
備
蓄
米
の
放

出
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
コ

メ
離
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
な
れ
ば
と
願
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
再
生
産
に
つ
な
が
る
価
格

の
維
持
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
価
格
を
含
め
、
米
の
需
給
問
題

が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
注
視

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
４
月
11
日
、
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
初
動
５
年
間
で
、
農
業
の
構
造
転

換
を
集
中
的
に
推
進
す
る
方
針
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画
の
中

で
、
農
業
保
険
に
つ
い
て
、
自
然
災
害

に
よ
り
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生
し
て

い
る
中
、
最
近
の
災
害
に
お
け
る
農
業

経
営
へ
の
影
響
や
農
業
保
険
の
利
点
を

発
信
し
、
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
農
業
者
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
保
険

の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
の
利
点
の
浸
透
に
、
組
織
を
挙

げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
組
合
は
、
平
成
26
年
の
県
内
１
組

合
化
に
よ
り
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
組
合
員
数
の
減
少
や
共
済
資
源

の
縮
小
な
ど
農
業
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
組
織
再
編
な
ど
に
よ
り
業
務

の
合
理
化
・
効
率
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
つ
つ
、
実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
基

づ
き
、
組
合
の
安
定
的
な
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

農
業
保
険
の
利
点
の
発
信
・
浸
透
を
推
し
進
め
る

提
出
さ
れ
た
議
案

全
９
議
案
を
承
認
可
決

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓

　
組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代

が
、事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組

合
運
営
の
意
思
決
定
を
す
る
機

関
で
す
。通
常
総
代
会
は
事
業
年

度
ご
と
に
１
回
、組
合
の
理
事
が

招
集
し
ま
す
。

総
代
会
と
は

議長を務められた
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特集
第12回 通常総代会開催第12回 通常総代会開催

　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
は
令
和
７
年
６
月
10
日
、
広
島
市
東

区
の
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
第
12
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
４
７
名
の
う
ち
１
３
９
名
（
本
人
出
席
31
名
、
書
面
で
の
出
席
１
０
８

名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
業
務
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
９
議

案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
折
り
返
し
と
な
る
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
３
年
次
、
農
業
保
険
を
農
業

の
生
産
現
場
に
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提
供
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

　
４
ペ
ー
ジ
参
照

第
2
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

　
５
ペ
ー
ジ
参
照

第
3
号
議
案

令
和
７
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方

法
に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
額
　
５
億
３
３
４
万
円

第
4
号
議
案

令
和
７
年
度
役
員
報
酬
、
顧
問
料
、
損
害

評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
、

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
及

び
共
済
委
員
等
の
手
当
支
給
額
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

令
和
７
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

額
に
つ
い
て

　
借
入
限
度
額
　
２
億
円

第
６
号
議
案

令
和
７
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
に
つ
い
て

広
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
県

内
10
金
融
機
関

第
7
号
議
案

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て第

８
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評
価
会
支
所

委
員
の
退
任
及
び
補
充
選
任
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
退
任
及
び
補
充
委

嘱
に
つ
い
て
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●
未
加
入
者
へ
の
戸
別
訪
問
や
新
規

就
農
者
の
加
入
に
よ
り
、
引
受
け
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
年
間
を
通
じ
た
強
風
に
よ
る
被
覆

材
の
被
害
や
、
１
月
、
２
月
の
大
雪

に
よ
る
施
設
本
体
の
倒
壊
等
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

●
他
共
済
へ
の
移
行
や
無
人
住
宅
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
火
災
共
済
・
総

合
共
済
と
も
に
、
引
受
棟
数
、
共
済

金
額
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
全
焼
事
故
や
積
雪
に
よ
る
事
故
の

支
払
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
故
棟

数
、
支
払
共
済
金
と
も
に
減
少
し
ま

し
た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
で
農
機
具

の
廃
棄
や
売
却
等
が
あ
り
引
受
台
数

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
等
の
大

型
農
機
具
の
引
受
け
な
ど
に
よ
り
共

済
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
事
故
件
数
、
共
済
金
と
も
に
増
加

し
ま
し
た
。
衝
突
、
接
触
、
墜
落
、

転
覆
な
ど
稼
働
中
の
事
故
台
数
が
全

体
の
91
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度

事
業
実
績
報
告

11,879
33

73,843
22,909
105
1
49

5,104
88,638
9,263

ｈａ

ｈａ

頭

頭

ｈａ

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

20,845
15
504
526
547
5
27

1,509
44,222
3,931

（収穫）

（死廃）
（病傷）

（樹体）

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

農作物（水稲）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹

畑作物（大豆）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額）

被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数共済の種類

合　計 合　計

ｈａ

ｈａ

頭

件

ｈａ

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

203
14

7,242
19,476

10
0
31
120
601
112

◀
令
和
6
年
度 

事
業
実
績
表

3,822
6

21,362
25,934
350
0
21

1,555
26,163
4,840
84,053

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

※四捨五入により合計と合わない場合があります

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

915,094
104

1,715,827
67,376
40,217
3,009
563

595,053
102,552,958
2,181,762

108,071,963

（収穫）

（死廃）
（病傷）

（樹体）

に
引
受
頭
数
、
共
済
金
額
が
減
少
し

ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
で
は
、
頭
数
は
増
加

し
、
共
済
金
は
減
少
し
ま
し
た
。
病

傷
事
故
で
は
、
件
数
は
減
少
し
、
共

済
金
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
に
よ
る
規
模
縮
小
、
廃

園
、
伐
採
等
に
よ
る
加
入
中
止
、
収

入
保
険
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
引

受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に

よ
る
食
害
や
、
７
月
中
旬
か
ら
の
異

常
な
高
温
と
日
照
り
に
よ
る
日
焼
け

果
お
よ
び
干
ば
つ
に
よ
る
小
玉
果
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
収
入
保
険
へ
の
移
行
や
作
付
け
中

止
お
よ
び
作
付
面
積
の
減
少
、
他
の

作
物
へ
の
転
換
に
よ
り
、
引
受
け
は

減
少
し
ま
し
た
。

●
播
種
期
の
降
雨
に
よ
る
土
壌
の
湿

潤
や
、
梅
雨
明
け
か
ら
の
高
温
・
少

雨
に
よ
る
水
不
足
で
、
発
芽
不
良
や

生
育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。
シ
カ

に
よ
る
新
芽
の
食
害
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
子
実
の
食
害
や
踏
み
荒
ら
し
の

被
害
が
全
域
で
発
生
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　●
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
離

農
、
収
入
保
険
へ
の
移
行
に
よ
り
、

引
受
面
積
、
共
済
金
額
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。
県
内
の
作
付
面
積
に
対

す
る
引
受
率
は
56
・
７
％
で
、
収
入

保
険
を
含
め
る
と
87
・
６
％
で
し
た
。

●
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や

踏
み
荒
ら
し
な
ど
の
獣
害
が
全
域
で

発
生
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
の
大
雨

や
台
風
で
稲
株
の
流
出
や
倒
伏
に
よ

る
穂
発
芽
の
被
害
が
発
生
し
た
一

方
、
７
月
下
旬
か
ら
の
記
録
的
な
高

温
や
少
雨
に
よ
る
水
不
足
で
生
育
不

良
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
作
付
け
中
止
や
規
模
縮
小
等
に
よ

り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
シ
カ
に
よ
る
新
芽
の
食
害
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒
ら
し
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
物
価
高
騰
等
に
よ
り
酪
農
家
や
和

牛
繁
殖
農
家
の
廃
業
が
み
ら
れ
、
死

亡
廃
用
共
済
・
疾
病
傷
害
共
済
と
も

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
麦
）

家
畜
共
済

令和７年度

事業計画
《引受規模と共済金額》
引受目標総共済金額 １兆840億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

1,108,038ａ
84億635万円農作物共済
105,051頭

177億2,990万円家 畜 共 済
10,428ａ

4億2,604万円果 樹 共 済
4,543ａ
496万円畑作物共済
5,267棟

61億674万円園芸施設共済
88,990棟

1兆292億円建 物 共 済
9,381台

221億7,200万円農機具共済

令和７年度

業務収支
予算

　
収
入
は
、
事
務
費
負
担
金
な

ど
の
国
庫
補
助
金
や
事
業
か
ら

受
け
入
れ
る
金
額
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
賦
課
金
や

収
入
保
険
事
業
の
受
託
収
入
も

組
合
の
重
要
な
収
入
で
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
や
旅

費
、
光
熱
費
や
事
務
機
器
・
公

用
車
リ
ー
ス
料
な
ど
の
事
務
所

等
の
維
持
費
用
が
多
く
、
業
務

費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員
等

報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の

費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の
事

業
奨
励
金
、
広
報
紙
の
作
成
費

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
額
14
億
９
２
４
０
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

106,644
4,977
9,406
5,987
9,047
1,862
1,268
1,808
8,241

149,240

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金  

国などからの補助金  

収入保険事業の受託収入など  

組合員から納められる賦課金  

損害防止事業で農家から受け入れる金額  

預金の利息  

事業から受け入れる金額  

各種引当金戻入  

その他  

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

242
68,417
4,918
4,423
1,274
3,869
57,188
7,517
1,390

149,240

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

果
樹
共
済

　
令
和
７
年
度
は
、
収
穫
共
済
に
お
い
て
は
充
実
し
た
補
償

の
全
相
殺
方
式
等
へ
の
移
行
を
、
青
色
申
告
者
に
は
収
入
保

険
へ
の
加
入
を
推
進
し
ま
す
。
建
物
共
済
に
お
い
て
は
、
小

損
害
実
損
塡
補
特
約
や
臨
時
費
用
担
保
特
約
の
付
帯
を
推
進

し
、
補
償
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
無
保
険
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
営
農
形
態
や
地
域
性
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提
案
を
行
い
、
事

業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

特 集 第12回 通常総代会開催第12回 通常総代会開催
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参
　
事 

川
邉 

龍
蔵

《
監
査
室
》

室
　
長 

近
藤 

宏
顕

室
長
代
理 

岡
本 

大
祐

　
　
　
　 

西
村 

崇

《
総
務
部
》

部
　
長 

山
口 

貴
雅

■
総
務
課

課
　
長 

廣
山 

聖
志

課
長
代
理 

森
田 

泰
之

課
長
代
理 

冨
原 

直
栄

　
　
　
　 

内
藤 

雅
史

　
　
　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　
　
　 

松
本 

一
樹

　
　
　
　 

香
川 

佳
澄

■
企
画
情
報
課

課
　
長 

石
丸 

貞
之

　
　
　
　 

髙
畑 

武
生

　
　
　
　 

田
中 

克
枝

　
　
　
　 

谷
本 

義
樹

　
　
　
　 

岩
田 

浩
希

　
　
　
　 

小
早
川 

栞
奈

《
事
業
部
》

部
　
長 

岩
見 

宏
伸

■
収
穫
園
芸
課

課
　
長 

石
井 

勇

課
長
代
理 

井
原 

眞
悟

　
　
　
　 

高
橋 

諭
史

　
　
　
　 

坂
下 

順
一

　
　
　
　 

元
村 

弘

■
建
物
農
機
具
課

課
　
長 

重
光 

俊
幸

課
長
代
理 

重
村 

高
徳

　
　
　
　 

佐
々
木 

隆
彦

■
収
入
保
険
課

課
　
長 
岩
見 
宏
伸(

兼
務
）

　
　
　
　 

山
形 
直
之

　
　
　
　 

横
山 
久
泰

　
　
　
　 

伊
藤 
有
華

《
家
畜
部
》

部
　
長 

岡
本 

誠

■
家
畜
課

課
　
長 

池
田 

和
夫

課
長
代
理 

竹
内 

貴
法

　
　
　
　 

前
山 

有
紀

　
　
　
　 

宮
田 

俊
昭

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
　
長 

金
子 

宗
平

　
　
　
　 

伊
藤 

弥
毅(

兼
務
）

　
　
　
　 

稲
場 

緑(

兼
務
）

　
　
　
　 

安
田 

奏
平(

兼
務
）

　
　
　
　 

廣
瀬 

美
紀

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 

金
子 

宗
平(

兼
務
）

　
　
　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　
　
　 

稲
場 

緑

　
　
　
　 

安
田 

奏
平

　
　
　
　 

廣
瀬 

美
紀(

兼
務
）

　
　
　
　 

前
田 

陽
平

本
所

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 

玉
川 

朋
治

　
　
　
　 

江
口 

佳
菜

　
　
　
　 

髙
嶋 

実
和

　
　
　
　 

河
内 

実
香

　
　
　
　 

笠
井 

寛
史

　
　
　
　 

鎌
谷 

汐
里

　
　
　
　 

佐
藤 

綾
香

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
　
長 

伊
集
院 

潔

　
　
　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　
　
　 

福
本 

宜
幸

　
　
　
　 

網
屋 

果
琳

　
　
　
　 

向
井 

理
佐
子

　
　
　
　 
谷
川 

実
寿
恵

　
　
　
　 
堀
口 

実
奈

　
　
　
　 

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
　
長 

酒
井 
亮

　
　
　
　 

上
貝 

安
里

　
　
　
　 

東
谷 

暁
人

　
　
　
　 

森
川 

桃
子

　
　
　
　 

堀
口 

華
奈

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
　
長 

伊
集
院 

潔(

兼
務
）

次
　
長 

石
橋 

朝
子

　
　
　
　 

茶
川 

元
樹

　
　
　
　 

榎
元 

淳
斗

家
畜
診
療
所
等

職
員
紹
介

支
所
長 

小
川 

隆
宏

■
管
理
課

課
　
長 

小
川 

隆
宏(

兼
務
）

　
　
　
　 

谷
藤 

左
千
子

　
　
　
　 

越
智 

愛
未

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

酒
井 

政
博

　
　
　
　 

盛
定 

義
統

　
　
　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　
　
　 

和
田 

継
信

　
　
　
　 

後
藤 

圭

　
　
　
　 

松
浦 

宏
明

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

小
田 

純
之

　
　
　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　
　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　
　
　 

井
手 

基
文

　
　
　
　 

横
関 

麻
衣

　
　
　
　 

塩
田 

蒼

　
　
　
　 

平
田 

光
希

■
収
入
保
険
課

課
　
長 
小
川 
隆
宏(

兼
務
）

　
　
　
　 

前
山 
岳
彦

　
　
　
　 

古
川 
敦
士

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長 

槇
本 

慎
太
郎

　
　
　
　 

大
下 

育
栄

　
　
　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　
　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　
　
　 

岡
崎 

翔
太

　
　
　
　 

矢
野 

香
里

　
　
　
　 

小
林 

直
登

　
　
　
　 

山
本 

啓
太
郎

　
　
　
　 

狭
間 

法
好

東
広
島
支
所

支
所
長 

大
下 

尚
紀

■
管
理
課

課
　
長 

大
下 

尚
紀(

兼
務
）

　
　
　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　
　
　 

蔵
下 

依
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

若
鳥 

圭
介

　
　
　
　 

奥
田 

誠

　
　
　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　
　
　 

江
崎 

譲

　
　
　
　 

東 

美
恵
子

　
　
　
　 

松
永 

泰
知

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

和
田 

勝

　
　
　
　 

近
藤 

真
一

　
　
　
　 

土
井 

雅
史

　
　
　
　 

矢
野 

健
太

　
　
　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　
　
　 

石
井 

大
智

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

大
下 

尚
紀(

兼
務
）

　
　
　
　 

加
藤 

広
彰

　
　
　
　 

上
田 

勇
希

　
　
　
　 

井
手
口 

倫
子

■
江
田
島
連
絡
所

　
　
　
　 

今
岡 

昌
士

　
　
　
　 

三
王 

健
文

支
所
長 

木
光 

崇
雄

■
管
理
課

課
　
長 

木
光 

崇
雄(

兼
務
）

　
　
　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　
　
　 

光
永 

真
史(

兼
務
）

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

真
田 

朋
典

　
　
　
　 

角
谷 

修
司

　
　
　
　 

榊 

花
織

　
　
　
　 

池
田 

智
也

　
　
　
　 

石
原 

達
也

　
　
　
　 

松
谷 

祐
季

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

尾
越 

徳
昭

　
　
　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　
　
　 

小
林 

瑞
穂

　
　
　
　 

藤
本 

聡
史

　
　
　
　 

西
部 

吉
次

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

木
光 

崇
雄(

兼
務
）

　
　
　
　 

田
中 

千
絵

　
　
　
　 

光
永 

真
史

　
　
　
　 

池
田 

智
也(

兼
務
）

■
府
中
出
張
所

出
張
所
長 

森
藤 

ひ
と
み

　
　
　
　 

竹
田 

靖

　
　
　
　 

増
田 

真
理
子

　
　
　
　 

国
実 

哲
弘

　
　
　
　 

谷
口 

知
明

　
　
　
　 

中
谷 

綾
子

　
　
　
　 

行
村 

花
菜

北
広
島
支
所

農
家
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す

農
家
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す

支
所
長 

地
京 

弘
敏

■
管
理
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏(

兼
務
）

　
　
　
　 

吉
森 

勝
文

　
　
　
　 

島
田 

姫
里

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

新
矢 

睦
巳

　
　
　
　 

吉
森 

勝
文(

兼
務
）

　
　
　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　
　
　 

山
中 

崇

　
　
　
　 

成
相 

真
宏

　
　
　
　 

片
山 

元
喜

　
　
　
　 

小
原 

慧
亮

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

稲
岡 

大
介

　
　
　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　
　
　 

中
村 

道
明

　
　
　
　 

片
岡 

高
志

　
　
　
　 

生
田 

直
也

　
　
　
　 

山
本 

康
介

　
　
　
　 

白
石 

美
智
香

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏(

兼
務
）

　
　
　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　
　
　 

横
川 

勝
俊

三
次
支
所

福
山
支
所

●
退
職
者

令
和
７
年
３
月
31
日
付

小
川 

尚
哉

　
（
福
山
支
所 

第
１
事
業
課 

課
長
）

佐
々
木 

一
浩

　
（
福
山
支
所 

府
中
出
張
所
）

今
田 

信
男

　
（
北
広
島
支
所 

収
入
保
険
課
）

松
村 

知
彦

　
（
東
広
島
支
所 

第
２
事
業
課
）

矢
野 

博
登

　
（
三
次
支
所 

第
１
事
業
課
）

京
極 

真
一
郎

　
（
北
広
島
支
所 

第
１
事
業
課
）

安
田 

沙
織

　
（
北
広
島
支
所 

廿
日
市
出
張
所
）

令
和
７
年
５
月
31
日
付

伊
藤 

英
里

　
（
事
業
部 

建
物
農
機
具
課
）

令
和
７
年
６
月
４
日
付

石
川 

佐
智
子

　
（
福
山
支
所 

管
理
課
）

４
月
か
ら

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

仲
間
に
な
り
ま
し
た
！の

本所　　支所 出張所

家畜診療所等連絡所

本所・支所等の区域

竹原市

呉市

大崎上島町

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町

府中出張所

府中家畜診療所北広島家畜診療所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次支所北広島支所

東広島支所

本所

江田島連絡所

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

福山支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

三次家畜診療所
庄原家畜診療所

石井 大智
（東広島支所 第2事業課）

いし い たい ち

佐藤 綾香
（家畜部 北広島家畜診療所）

さ とう あや か

07 062025  第44号



園
芸
施
設
共
済台風の強風で損傷したハウス

（庄原市）

共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
１
月
、
２
月
の
大
雪
に

よ
り
、
園
芸
施
設
の
本
体
お
よ
び
被

覆
材
が
損
傷
す
る
被
害
が
発
生
し
、

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
被
害
を
補
償
範
囲
か
ら
外

す
こ
と
に
よ
り
、
掛
金
を
大
幅
に
割

り
引
き
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

１
．被
害
を
受
け
た
と
き

　
被
害
状
況
の
確
認
に
伺
い
ま
す
。

２
．加
入
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き

●
被
覆
期
間
の
変
更

　
被
覆
・
未
被
覆
期
間
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
被
覆
期
間
の
変
更
を

行
い
ま
す
。

●
被
覆
材
の
張
り
替
え
な
ど

　
被
覆
材
の
材
質
の
変
更
や
増
改
築

な
ど
で
、
価
額
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
内
容
に
応
じ
て
補
償
金
額
の

再
算
定
を
行
い
ま
す
。

※
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
、
加
入

内
容
と
実
状
が
異
な
る
場
合
は
、

令和7年2月の大雪で全壊したハウス
（東広島市）

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
農業共済事業

雪  害

共済
事故名

風雪害

合計

戸数
（戸）

22

17

５

棟数
（棟）

支払共済金
（円）

33

27

6

12,686,839

11,696,944

989,895

　
近
年
、
全
国
で
は
台
風
に
よ
る
記

録
的
な
大
雨
や
暴
風
に
よ
り
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
広
島
県
で
も
、

令
和
４
年
に
、
園
芸
施
設
の
倒
壊
や

被
覆
材
の
破
損
な
ど
の
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
、
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

●
加
入
で
き
る
も
の

・
園
芸
施
設
本
体

ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス

・
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
カ
ー
テ
ン
等

・
施
設
内
農
作
物

※
附
帯
施
設
、
施
設
内
農
作
物
は
、
園

芸
施
設
本
体
に
加
入
し
た
場
合
に
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
加
入
で
き
ま
す
。

●
補
償
の
対
象
と
な
る
災
害

①
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
（
風

水
害
・
雪
害
・
ひ
ょ
う
害
な
ど
）

②
火
災
・
破
裂
・
爆
発

③
車
両
の
衝
突
・
航
空
機
の
墜
落

④
鳥
獣
害

⑤
病
虫
害
（
施
設
内
農
作
物
に
加
入

し
て
い
る
場
合
）

　
共
済
価
額
（
減
価
償
却
後
の
施
設

等
の
評
価
額
）
の
最
大
10
割
を
補
償

し
ま
す
。

 

倒
壊
し
た
施
設
本
体
の
後
片
付
け
に

係
る
経
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

 

被
害
を
受
け
た
施
設
本
体
お
よ
び
附

帯
施
設
に
つ
い
て
、
復
旧
す
る
た
め

の
人
件
費
や
材
料
費
な
ど
に
係
る
経

費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

台
風
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

 

令
和
７
年
３
月
に
、
全
相
殺
方
式
・

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
で
ご
加
入
の

対
象
組
合
員
１
０
５
戸
へ
、
共
済
金
６

７
５
万
８
７
８
４
円
を
お
支
払
い
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
12
月
に
お
支
払
い
し

た
半
相
殺
方
式
の
共
済
金
と
合
わ
せ
る

と
、
対
象
組
合
員
６
３
０
戸
へ
、
共
済

金
３
８
２
１
万
９
９
２
１
円
の
お
支
払

い
と
な
り
ま
し
た
。

　
提
出
い
た
だ
い
た
「
水
稲
共
済
加
入
申

込
書
兼
変
更
届
出
書（
営
農
計
画
書
）」の

内
容
に
基
づ
き
、
「
令
和
７
年
産
水
稲
共

済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知

書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

上
、
期
限
内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑
作
物
共
済

　
令
和
７
年
３
月
に
、
対
象
組
合
員
17

戸
へ
、
共
済
金
21
万
３
０
２
５
円
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

　
主
な
被
害
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
食
害
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
踏
み
荒

ら
し
お
よ
び
梅
雨
明
け
か
ら
の
高
温
・

少
雨
に
よ
る
生
育
不
良
で
す
。

　　
提
出
い
た
だ
い
た
「
畑
作
物
共
済

加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
の
内

容
に
基
づ
き
、
「
令
和
７
年
産
畑
作

物
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
兼
内
容

通
知
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
の
上
、
期
限
内
に
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

令
和
7
年
産
の
掛
金
は

期
限
内
に
納
入
を

雪
害
、風
雪
害
で
共
済
金

を
支
払
い
ま
し
た

令
和
7
年
産
の
掛
金
は

期
限
内
に
納
入
を

令
和
６
年
産
大
豆
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

【
納
入
期
限
】
令
和
7
年
８
月
14
日

【
納
入
期
限
】
令
和
7
年
７
月
31
日

農
作
物
共
済

令
和
６
年
産
水
稲
の
共
済
金

支
払
い
が
完
了
し
ま
し
た

●
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
が
な
い
と
き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
ま
す
。被
害
が

発
生
し
て
も
、
損
害
評
価
や
共
済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

09 2025  第44号

よ
り
手
厚
い
補
償
を

受
け
た
い
方
に
お
す
す
め

掛
金
を
安
く
抑
え
た
い
方

に
お
す
す
め

（令和７年３月末現在）

令和７年１月、２月の大雪による
園芸施設共済　共済金支払状況

　
損
害
評
価
員
等
で
編
成
し
た
班
に
よ

り
、
共
済
事
故
の
発
生
状
況
や
収
量
の

見
込
み
な
ど
、
被
害
申
告
の
あ
っ
た
耕

地
を
現
地
調
査
し
ま
す
。

※
肥
培
管
理
や
病
害
虫
の
防
除
が
不
適
切
ま
た

は
不
十
分
な
場
合
や
、
鳥
獣
害
の
無
対
策
・

不
備
等
に
よ
る
管
理
不
足
で
被
害
が
発
生
し

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
共
済
事
故
以
外
に
よ

る
減
収
と
見
な
し
、
一
部
共
済
金
の
支
払
い

対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
共
済
金
は
お
届
け
の
指
定
口
座
に
振

込
み
ま
す
。

●
お
支
払
い
の
時
期
（
予
定
）

・
半
相
殺
方
式

　
　
令
和
７
年
12
月
下
旬
頃

・
全
相
殺
方
式

　
　
令
和
８
年
３
月
以
降

・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
　
令
和
８
年
３
月
以
降

（別の封筒でお送り
  した場合もあります）

書類をお届けした封筒

08

水
稲
の
損
害
評
価
に
つ
い
て

被
害
申
告

損
害
評
価

共
済
金
の
お
支
払
い

　
損
害
評
価
は
、
刈
り
取
り
前
に
行
い
ま

す
。
ほ
場
を
見
回
り
、
生
育
状
況
や
共
済
事

故
の
発
生
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
共

済
事
故
に
よ
り
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
風
水
害
・
干
害
・
冷
害
な
ど
の
自
然

災
害
、
鳥
獣
害
お
よ
び
病
虫
害

※
薬
害
な
ど
の
人
的
災
害
は
共
済
事
故

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
令
和
７
年
産
水
稲
共
済
加
入
承
諾

書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
」
と
一

緒
に
、
損
害
評
価
の
日
程
や
被
害
申
告
の

方
法
な
ど
を
記
載
し
た
損
害
評
価
の
ご
案

内
の
文
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
内
容
を

確
認
い
た
だ
き
、
必
ず
刈
り
取
り
前
に
被

害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

イノシシによる食害および踏み
荒らしの被害を受けた水田

対
象
と
な
る
主
な
共
済
事
故

付
保
割
合
追
加
特
約

小
損
害
不
塡
補
特
約

撤
去
費
用
特
約

復
旧
費
用
特
約



お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

　
加
入
申
し
込
み
の
際
に
付
帯
す
る
旨
を

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農業共済事業
事業のお知らせ事業のお知らせ

400頭以上

400頭未満

200頭未満

100頭未満

50頭未満

25頭未満

200頭 ～

100頭 ～

50頭 ～

25頭 ～

1頭 ～

6

5

4

3

2

1

加入頭数

配布基準

配布数（袋）

一般造
（木造）

建物の
構造区分

耐火造B
（鉄骨造等）

耐火造A
（鉄筋コンクリート造等）

火災共済 総合共済

1,000万円

8,150円
（7,400）

5,250円
（4,500）

3,250円
（2,500）

2,000万円 3,000万円 500万円 1,000万円 2,000万円

15,550円
（14,800）

9,750円
（9,000）

5,750円
（5,000）

22,950円
（22,200）

14,250円
（13,500）

8,250円
（7,500）

18,310円
（14,000）

17,110円
（12,800）

16,260円
（11,950）

32,310円
（28,000）

29,910円
（25,600）

28,210円
（23,900）

60,310円
（56,000）

55,510円
（51,200）

52,110円
（47,800）

11 102025  第44号

　
牛
の
死
亡
時
に
組
合
が
行
う
損
害
認
定

に
つ
い
て
、
現
地
確
認
に
加
え
て
画
像
に

よ
る
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
死
亡
家
畜
お
よ
び
耳
標
の
画
像
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
に
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
こ
と
で
、
事
故

の
報
告
が
で
き
ま
す
。

　　
画
像
に
よ
る
確
認
に
は
、
撮
影
年
月
日

デ
ー
タ
の
付
加
が
必
要
で
す
。

※
画
像
送
信
後
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
確
認

完
了
の
連
絡
が
あ
る
ま
で
は
、
死
亡
家

畜
の
搬
送
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
、
画
像
に
よ
る
確
認
は

で
き
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
現

地
確
認
を
行
い
ま
す

　　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
指
定
獣
医
師
に
よ
る
家
畜
診
療
が
行

わ
れ
た
場
合
に
、
病
傷
共
済
金
を
直
接

指
定
獣
医
師
に
支
払
う
た
め
に
必
要
な

「
家
畜
共
済
病
傷
事
故
共
済
金
代
理
受

領
委
任
状
」
に
つ
い
て
、
共
済
金
の
請

求
（
支
払
い
）
の
た
び
に
提
出
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
掛
金
期
間
ご
と
の

提
出
（
一
年
に
１
回
）
に
変
更
と
な
り

　
家
畜
共
済
事
業
、
診
療
業
務
の
効
率

的
な
実
施
お
よ
び
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
制
度
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
、
地

方
農
政
局
へ
家
畜
共
済
加
入
牛
の
死
亡

等
異
動
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
牛
ト
レ
サ
情
報
の
登
録
に

不
備
が
認
め
ら
れ
る
家
畜
の
管
理
者

に
、
農
政
局
か
ら
確
認
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
農
政
局
へ
の
異
動
情
報
の
提
供
は
、

準
備
が
整
い
次
第
開
始
し
ま
す
。

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の
出

生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
牛
へ
の
耳
標
の
早
期
装
着
、

耳
標
が
欠
落
し
た
場
合
の
再
発
行
お
よ
び

再
装
着
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
政
局
へ
異
動
情
報
を

提
供
し
ま
す

ト
レ
サ
情
報
の
登
録
は

速
や
か
に

画
像
に
よ
る
牛
の
死
亡

事
故
確
認
に
つ
い
て

家
畜
共
済
疾
病
予
防

事
業
実
施
に
つ
い
て

共
済
金
代
理
受
領

委
任
状
提
出
に
係
る

変
更
に
つ
い
て

ま
す
。
病
傷
事
故
診
断
書
の
写
し
、
ま

た
は
組
合
が
認
め
る
様
式
に
よ
る
診
療

費
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
疾
病
予
防
事
業
と
し
て
、

畜
舎
へ
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
、
加
入
頭
数
に
応
じ
て
消
石

灰
（
１
袋
20
㎏
入
）
を
配
布
し
ま
す
。

　
牛
を
対
象
と
し
て
、
死
亡
廃
用
共
済

（
事
故
除
外
区
分
イ
を
除
く
）
ま
た
は
疾

病
傷
害
共
済
に
ご
加
入
の
組
合
員
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
、
消
石
灰
の
配

布
が
遅
れ
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

・
廃
用
事
故

・
母
牛
の
死
亡
・
廃
用
に
伴
う
胎
児

の
死
亡
事
故

・
死
亡
牛
が
適
正
に
判
別
で
き
な
い

不
鮮
明
な
画
像

・
組
合
が
特
に
現
地
確
認
が
必
要
と

認
め
た
と
き

・
耳
標
が
な
い
も
の

上段が小損害実損塡補特約付き（50万円選択時）掛金、下段（　）が特約なしの掛金

年間共済掛金一例（普通物件）

補
償
が
充
実

小
損
害
実
損
塡
補
特
約

建
物
共
済

火災や落雷事故に遭ったら 火災共済・総合共済で対象

大雪･台風などの自然災害に遭ったら
（地震・噴火・津波を除く） 総合共済のみ対象

●2,000万円加入の場合　支払共済金 500,000円
●1,000万円加入の場合　支払共済金 312,500円

小損害実損塡補特約（50万円）を付けると…
500,000円 ＞ 312,500円 → 支払共済金500,000円
上限50万円と比較して、いずれか多い方をお支払いします。

 

●2,000万円加入の場合　支払共済金 490,000円
●1,000万円加入の場合　支払共済金 245,000円

※自然災害事故は、１万円を超える損害から実損払いの対象としています。

実
費
で
補
償
を
受
け
ら
れ
る

小
損
害
実
損
塡
補
特
約
の

付
帯
が
お
す
す
め
で
す
！

50
万
円
ま
で
の
損
害
が

対
象
に
な
り
ま
し
た

新たに！

ご
注
意
く
だ
さ
い

再取得価額2,000万円の住宅に、50万円の損害が発生した場合

小損害実損塡補特約（50万円）を付けると…
500,000円 ＞ 245,000円 → 支払共済金500,000円
上限50万円と比較して、いずれか多い方をお支払いします。

再取得価額2,000万円の住宅に、50万円の損害が発生した場合
損害額から再取得価額の５％ま
たは１万円のいずれか小さい額
を差し引きします。

火災共済プラス750円、総合共済プラス4,310円でご加入いただけます！

家
畜
共
済

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
小
損

害
実
損
塡
補
特
約
の
補
償
内
容
が
さ

ら
に
充
実
。
こ
れ
ま
で
の
実
損
額
30

万
円
ま
で
の
補
償
に
加
え
、
実
損
額
50

万
円
ま
で
の
補
償
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
と
は

　
共
済
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
、
加
入
申
し
込
み
時
に
あ

ら
か
じ
め
選
択
し
た
額
の
30
万
円
ま

た
は
50
万
円
を
上
限
に
、
復
旧
や
買

い
替
え
に
要
す
る
実
費
を
共
済
金
と

し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
付
帯
で
き
る
要
件

・
火
災
共
済
、
総
合
共
済
ど
ち
ら
か

に
付
帯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
１
契
約
ご
と
の
共
済
金
額
が
１
０

０
０
万
円
以
上
の
加
入
が
あ
る
場

合
に
限
り
ま
す
。

JP12
345

6789
0

お支払い例



お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

第
１3 
回

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

快
ト
レ
ホ
ー
ム

快
ト
レ
ホ
ー
ム

　
令
和
６
年
度
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
事
業

推
進
に
尽
力
い
た
だ
い
た
方
へ
、
感
謝
状
な

ら
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
引
受
棟
数
・
共
済
金
額
を
伸
長
さ
せ
、
建

物
共
済
の
推
進
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

サ
ポ
ー
ト
運
動
表
彰

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

●
建
物
共
済
の
部
（
個
人
）

　勝
見 

徹
（
世
羅
町
）

（
敬
称
略
）
　

収入保険事業
事業のお知らせ事業のお知らせ

の
変
更
、
栽
培
の
中
止
と
い
っ
た
営
農
計
画
を
変
更
さ
れ

る
場
合
は
、
変
更
後
１
カ
月
以
内
に
必
ず
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
農
産
物
の
販
売
収
入
が
減
少
す
る
事
故
（
被
害
）
が
発

生
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
（
現
地
確
認
等
に
よ
り
被
害

を
確
認
で
き
る
状
態
が
保
持
さ
れ
て
い
る
期
間
）
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
事
故
の
種
類
が
気
象
災
害
で
被
害
が
大
き
い

場
合
は
、
事
故
状
況
の
写
真
を
撮
影
し
、
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
発
生
の
連
絡
が
遅
れ
た
場

合
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
と
な
り
減
額
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
帳
簿
等
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す

　
農
作
業
日
誌
や
農
作
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿
書
類
を

備
え
付
け
、
取
引
を
記
録
し
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
引
受

内
容
（
営
農
計
画
）
の
確
認
や
事
故
発
生
時
の
状
況
確
認

の
た
め
、
提
出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
や
、
価
格
低
下
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん

す
る
農
業
経
営
収
入
保
険
へ
の
加
入
者
は
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
契
約
で
は
、
全
国
で
10
万
件

を
超
え
、
広
島
県
で
も
令
和
７
年
３
月
末
の
時
点
で
、

１
５
０
９
件
の
ご
加
入
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

①
営
農
計
画
の
変
更
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
作
付
け
す
る
農
作
物
の
種
類
や
作
付
面
積
、
作
付
回
数

米
・
野
菜
・
果
実
を
中
心
に

加
入
者
は
増
加
中

米
・
野
菜
・
果
実
を
中
心
に

加
入
者
は
増
加
中

保
険
期
間
中
の
遵
守
事
項
に
つ
い
て

保
険
期
間
中
の
遵
守
事
項
に
つ
い
て

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　
２
０
２
２
年
に

就
農
し
、
三
原
市

大
和
町
に
所
有

す
る
農
園
で
モ
モ

60
㌃
と
ブ
ド
ウ
40

㌃
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
農
業
を
持
続
し

て
い
く
た
め
に
収
入
保
険
の
必
要
性
を
感
じ
、

23
年
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
モ
モ
と
ブ
ド
ウ
両
方
の
収
穫
期

に
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ア
ナ
グ
マ
に
よ
る
果
実

の
食
害
が
発
生
し
、
保
険
金
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
経
営
努
力
だ
け
で
は
防
げ
な
い
収
入

の
減
少
が
発
生
し
た
と
き
に
、
き
ち
ん
と
補

償
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
実
感
し
、
資
金
面

以
上
に
気
持
ち
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て
も
、
補
償
金
額
に
対
し
て

加
入
し
や
す
い
料
率
設
定
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
新
た
な
品
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
、
品
質
の
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

の

声声

加
入
者

廿
日
市
市辻 

裕
樹
さ
ん

つ
じ

ひ
ろ

き

（52）

・
事
故
が
発
生
し
た
農
産
物
の
種
類

・
事
故
の
発
生
年
月
日

・
事
故
の
詳
細
（
種
類
、
被
害
の
状
況
）

・
対
象
農
産
物
の
事
故
後
に
見
込
ま
れ
る
農
業

収
入
金
額
（
種
類
ご
と
）

・
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
し
付
け
の
申
し
出
の
有
無

〈
連
絡
い
た
だ
く
内
容
〉

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

健
康
運
動
指
導
士

一
般
社
団
法
人
ケ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
会

監修

黒
田 

恵
美
子
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現
金
集
金
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
共
済
掛
金
等
の
集
金

業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
掛
金
の
納
入
忘
れ
に
よ
る
保
険
切
れ
の
防
止

や
、
防
犯
・
安
全
の
確
保
、
納
入
手
続
き
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
最
寄
り
の
支
所
等
で

口
座
振
替
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

背
筋
を
鍛
え
ら
れ
る

10回目安

筋トレ後は

腰
を
伸
ば
す

ス
ト
レ
ッ
チ

20秒×2回目安

※腰痛がある方は、
　医師に相談してから
　行うようにしましょう。　

背
筋
の
上
部
は
腕
を
動
か
し
た
り
首
を
支
え
る
役
割
、下
部
は
体
幹
を
支

え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、背
筋
が
弱
る
と
猫
背
で
腰
が
丸
ま

り
、見
た
目
が
悪
い
だ
け
で
な
く
、腰
痛
や
肩
凝
り
、む
く
み
、肥
満
な
ど

の
体
の
不
調
の
原
因
に
。背
筋
を
鍛
え
る
こ
と
で
、姿
勢
が
改
善
さ
れ
、腰

痛
、肩
凝
り
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

筋トレを毎日するのは逆効果？
快 ト レ モメ

筋肉は、トレーニングによる「破壊」と休息に
よる「修復」を繰り返すことで、より強い筋肉
へと変化していきます。毎日同じ部位の筋トレ
を行うと、修復前の破壊された状態で負荷を
かけることになり、効果が下がってしまいます。
筋トレを毎日行うなら、鍛える部位を日によっ
て変えるようにしましょう。
ただし、筋肉痛になった場合は、痛みが治まる
までその部位の筋トレは控えてください。

掛
金
の
納
入
は
口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
組
合
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
、
農
業
保
険
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
を
読
み
込
ん
で

友
だ
ち
登
録
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と

つ
な
が
ろ
う
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

情
報
を
い
ち
早
く

Ｇ
Ｅ
Ｔ
で
き
る
よ
！

1 足を肩幅よりも少し広めに開き、
頭の後ろで手を組みます。2 膝を緩めながらお

尻を引くように股
関節から前傾し、
45度くらい倒した
ら起こすのを繰り
返します。

両手を前で組み、背中
を丸めながら腕を伸ば
します。顔は下向きのま
ま、楽に呼吸をしなが
ら、20秒くらいキープし
ます。

お
尻
を
後
ろ
に
し
っ
か
り
引
い

て
い
く
と
、前
の
め
り
に
な
ら

ず
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

胸を張って、背すじを伸ばしながら
行うように意識しましょう。

鍛えられる
場所と効果

背
筋
　

お
尻
　

も
も
の
後
ろ
側 

な
ど

令和6年品目別加入者割合

米
45%

野菜
24%

果実
12%

豆類
3%

麦類
3%

（広島県）

雑穀
3% 花き

2%

その他
8％

家
の
中
で
も
鍛
え
て
ほ
ぐ
れ
る

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ



　
福
山
市
神
村
町
で
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
よ
り
若
い
う

ち
に
収
穫
す
る
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
フ
を
約
０
・
５
㌃

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
辛
味
の
強
い
品
種
を
中
心
に
、季
節
ご
と
に
10

種
類
ほ
ど
栽
培
し
て
い
ま
す
。肉
料
理
に
も
魚
料

理
に
も
合
う
た
め
、ホ
テ
ル
の
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ

レ
ン
チ
、和
食
店
な
ど
幅
広
く
使
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
直
接
お
届
け
し
て
い
る
の
で
、受
け
取
っ
た
お

客
さ
ま
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
瞬
間
が
一
番
う
れ
し

い
で
す
。 私

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

佐
々
木 
小
菜
美

福
山
市さ

さ

き

こ

な

み

さ
ん 

（34）

今
回
の
食
材

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
入
り

シ
ュ
ウ
マ
イ 

公
益
社
団
法
人
広
島
県
栄
養
士
会

栄
養
士

飯
田 

博
子 

先
生

大1パック(約50g)
300ｇ
100ｇ

小さじ2/3
1個

大さじ2
小さじ1
大さじ2
大さじ3

 1袋（30枚）
好みで
好みで

材料（作りやすい分量・5～6人分）

ベビーリーフ
　　豚ひき肉
　　鶏ひき肉（むね）　
　　塩
　　玉ねぎ（粗みじん切り）　
　　片栗粉
　　醬油
　　酒　
　　水
シュウマイの皮　
からし
ポン酢　

A

B

作り方

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

❶ ベビーリーフを軽く洗い、手でちぎる。
❷ Ａをボウルに入れ、よくこねる。
❸Ｂを加えて混ぜ、❶も加えて混ぜる。
❹親指と人差し指で輪を作り、シュウマイの皮
を乗せ、❸を押し込んで3本の指で下から支
えるように包む。
❺ 湯気の上がった蒸し器にクッキングペーパー
を敷き、その上に並べ強火で 10 分蒸す。（レ
タスまたはキャベツを２～３枚敷いてもよい）

フライパンで作る場合
大きめにカットしたクッキングペーパーを敷いてシュウマイ
を並べ、クッキングペーパーの下へ水 (カップ1程度) を
そっと入れて火をつけ、沸騰したらふたをして火を弱め、
10分加熱する。

ベビーリーフは生で食べるとさまざまな食感や味
わいを楽しめる食材ですが、シュウマイに入れるこ
とで色合いもよく、風味も増します。

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
は
、
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い

く
若
い
葉
な
の
で
、
食
感
が
柔
ら
か
く
、
小
さ

く
て
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ
ウ

ム
な
ど
の
栄
養
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
多

種
類
の
野
菜
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
栄
養
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
鮮
度
の
劣
化
が
早
い
の
で
、
早
め
に
食
べ
切

り
ま
し
ょ
う
。
食
感
を
楽
し
む
な
ら
サ
ラ
ダ
な

ど
生
で
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
が
、
加
熱

料
理
に
も
使
え
ま
す
。 一

口
メ
モ

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

調理時間

30 分

　
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
は
、
発
芽
後
10

〜
30
日
程
度
の
幼
葉
の
総
称
で
す
。

　
用
い
ら
れ
る
野
菜
の
種
類
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
成
長
し
た
野
菜
と
し
て
は

あ
ま
り
見
か
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
味
や
食
感
、
彩
り
を
考
慮
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
手
に
入
り
、
袋
か
ら
出

し
て
さ
っ
と
洗
う
だ
け
で
盛
り
付
け

ら
れ
る
手
軽
さ
も
魅
力
で
す
。

よ
う
よ
う
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広
島
市
出
身
の
花
村
友
紀
さ
ん

（
47
）
は
、
安
芸
高
田
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
退
任
後
の
２
０
２
３
年
10
月
、

安
芸
高
田
市
八
千
代
町
の
本
郷
集
落
へ

移
住
。
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
自
身
の
菓
子
工

房
で
作
る
菓
子
の
販
売
を
通
じ
て
、
集

落
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。
夏
は
竹
を
使
っ
た
灯
籠
作
り
や
流

し
そ
う
め
ん
体
験
、
冬
は
木
の
実
や
つ

る
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
や
ス
ワ
ッ
グ
（
壁

飾
り
）
作
り
な
ど
、
集
落

に
あ
る
も
の
を
活
用
し

た
、
四
季
折
々
の
企
画
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
に
先
立
ち
、
２
０

２
３
年
４
月
、
同
集
落
に

「
Ｒ
ｅ
ａ
ｎ
ｋ
ａ
菓
子
工

房
」
を
オ
ー
プ
ン
。
「
植

物
性
の
食
材
を
使
っ
て
健

康
を
維
持
で
き
る
」
と
、

乳
製
品
や
卵
な
ど
の
動
物

性
食
材
を
使
用
し
な
い
ス

コ
ー
ン
や
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
約

10
種
類
を
製
造
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
、
工
房
に
併
設
す
る
公
園

で
、
花
見
客
に
工
房
の
菓
子
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
提
供
す
る
「
お
花
見
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
催
。
集
落
内
外
の
１
０
０

人
余
り
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
「
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
や
お
菓

子
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
人
に
本
郷

集
落
を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
欲

的
で
す
。

菓
子
店
や
イ
ベ
ン
ト

集
落
活
性
化
へ
奮
闘

「アレルギーのある子供たちにもお菓子を楽しんでもらいたい」と
話す花村さん

レ

ア

ン

カ

成
し
ま
し
た
。
栽
培
す
る
サ
ボ
テ
ン
に

「
ひ
ろ
し
ま
も
ぐ
も
ぐ
サ
ボ
テ
ン
」
と

名
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド
作
物
化
と
知
名
度

の
向
上
を
目
指
し
て
加
工
品
を
作
り
、

販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
サ
ボ
テ
ン
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い

日
本
人
１
億
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
ま
ず

は
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標

で
す
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
す
。

　
三
次
市
三
良
坂
町

で
「
も
ぐ
も
ぐ
農

園
」
（
野
菜
72
㌃
）

を
営
む
浜
井
陽
一
さ

ん
（
54
）
は
、
２
０

２
４
年
か
ら
７
・
４

㌃
の
畑
で
食
用
サ
ボ

テ
ン
を
栽
培
。
食
品

と
し
て
の
可
能
性
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
で
協
力
し

て
栽
培
と
販
売
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
食
用
の
サ
ボ
テ
ン
は
、
歯
応
え
の
あ

る
食
感
と
酸
味
、
粘
り
が
特
徴
で
す
。

妻
の
仕
事
で
メ
キ
シ
コ
に
滞
在
し
て
い

た
22
年
に
食
用
サ
ボ
テ
ン
と
出
合
い
、

ね
ば
ね
ば
と
し
た
食
感
が
日
本
人
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
、
現
地
の
畑
を

視
察
。
24
年
に
帰
国
し
た
後
、
日
本
で

サ
ボ
テ
ン
の
専
門
家
を
訪
ね
て
話
を
聞

き
、
広
島
県
の
北
部
地
域
で
栽
培
さ
れ

て
い
た
観
賞
用
サ
ボ
テ
ン
を
食
用
に
栽

培
す
る
こ
と
に
可
能
性
を
見
出
し
た
と
い

い
ま
す
。

　
同
年
、
地
域
の
商
工
会
や
農
家
と

「
ひ
ろ
し
ま
サ
ボ
テ
ン
倶
楽
部
」
を
結

食
用
サ
ボ
テ
ン

日
本
中
の
人
に

5月、サボテンを収穫する浜井さん
今年６月から「トレッタみよし」で
販売を始めたピクルス

「肉巻きやサンドイッチにもおすすめです」と佐々木さん。
畑で食用のスミレやラディッシュも栽培する

三次市

安芸
高田市

地域の話題地域の話題




